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次
に
各
部
分
品
の
説
明
代
移
る
事
と
す
る
(
未
完
)

来百

介

議

地

地

震

波

就

し、

て

(
k
p
-
m
問。ヴ

2
ぬ
口
一
凹
乙
ヴ
己
出
口

rsH戸
角
。
中
の
出
・
。
戸
向
。
HWヴ
ミ
ね
に
依
る
吋
}
判
。
。
比
。

2
2

回
忌
}
)
己
〕
g
J
4
0
H
U
H
H

の
遼
地
地
震

ι閲
す
る
事
項
岳
紹
介
せ
る
も
の
な
り
)

利

達

清

夫

@
歴
史
的
考
察

最
初
地
震
波
の
理
論
的
の
研
究
は
戸
吋
呂
兵
に
依
つ
て
な
ヨ
れ
、
其
の
考
へ
は
、
地
震
の
際
に
起
る
地
面
の
運
動
を

T
反
容
奈
川
中
に
於
い
て
一
品
目
が
停
は
る
時
と
同
じ
様
に
考
へ
、
共
れ
が

C
P可
S
F
H
m
m
き
に
依
っ
て
、
完
成
主
れ
た
。
出
・
己
p
]
】
$

は
始
め
て

5
8
年
に
横
波
に
依
る
運
動
が
存
在
す
る
乙
と
を
想
定
し
一
方
巧
・
図
。
市
広
三
は
流
躍
の
マ
グ
.
?
の
上
に
浮

ぷ
地
殻
が
地
震
の
時
起
る
運
動
を
、
水
波
の
様
な
方
法
で
附
苧
一
一
目
し
た
。
地
震
の
詑
象
の
上
か
ら
二
つ
の
分
離
し
た
波
相
郎

a

ち
縦
波
と
横
波
の
波
群
を
確
定
し
た
の
は
-
C
・
君
。
円
子
の
日
E

で
た
っ
て
‘
共
の
後
乙
の
研
究
は
迩
ん
で
民
主
丘
二
回
-
F
K



kptr。，
r
旬
・
出
向
出
口
♂
句
。
戸
ρ
z
r
F
2
U
1
U
k
r
・
〈

-
H
L
P
E
ニ
♂
ぐ
・
加
の
の
す
。
}
戸
等
に
依
っ
て
居
周
忌
れ
、
.
こ
の
頃
ょ
・
9
1
}
・
足
己

E
の

導
入
に
依
っ
て
、
耐
震
計
に
依
る
研
究
が
始
め
ら
れ
た
。
国
主
HG
は
前
走
波
ハ
〈
s
r
z
p
H・
)
を
縦
波
、
主
要
波
ハ
同
2
1
8

3
Fる
を
様
、
波
と
故
ひ
一
回
・

4.
切。

SHヤ
吋

5
0
r
i
t
は
遠
地
地
震
の
観
測
の
重
要
な
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
そ
れ
か
ら

地
震
記
象
紙
の
研
究
は

-P
司
法
E
号
、
旬
・
冨

P
5
・p
c
s
s
E
W
C・・伊川
H
P
E
2
5
8
3
C・
ヨ
Q
g
t
z
r
c・
c
g
z
s
z
J
ロ・

国
己
2
Y
H
H・
〈
・
内
を
め
∞
]
由
旬
。
己
回
出
足
・

HJHWZ品
目

EW
『
・
。
己
a
r
c
-
C・
同

5
2
等
に
依
つ
て
な
遣
れ
、
界
、
の
後
開
当
日
。
。
}
弓
立

は
巴
匂
匂
年
比
観
測
を
基
礎
と
し
て
次
の
設
を
出
し
た
。

震
央
距
離
が
二
手
粁
以
上
の
距
り
を
持
つ
強
い
遠
地
地
震
の
詑
象
を
見
る
と
共
の
払
群
が
常
に
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら

れ
る
。
第
一
に
前
走
波
が
来
る
共
の
週
期
は
十
三
秒
以
下
で
あ
っ
て
一
一
般
に
小
浅
い
波
又
は
波
群
で
あ
る
。
共
の
次
に
大

3
・
な
週
湖
、
ど
持
つ
主
要
波
が
来
る
。
そ
れ
が
大
観
振
動
の
最
大
部
分
を
形
成
し
て
居
る
。
終
り
の
方
は
後
走
波
ハ
z
g
y
l

]広三
2
・
)
で
あ
っ
て
乙
の
波
は
主
要
波
と
の
問
に
剣
然
r

と
し
た
境
目
が
な
く
繋
っ
て
居
て
、
其
の
形
は
規
則
正
し
い
波
を
打

っ
て
居
る
寸
こ
の
間
に
度
々
主
要
動
の
反
射
最
大
波
っ
さ
丘
2
r
r
s
p
出向

MMZろ
が
認
め
ら
れ
る
。

地
震
波
の
波
長
は
場
所
に
依
っ
て
色
々
遜
ず
る
。
近
地
地
震
で
は
一
日
付
位
で
あ
本
の
に
遠
地
地
震
の
主
要
動
で
あ
る

'c
、
数
百
粁
の
波
長
が
あ
り
得
る
。

遠
地
地
震
の
前
走
波

自
記
地
震
計
の
詑
象
紙
か
ら
遠
地
地
震
で
は
前
走
波
は
二
つ
の
波
群
に
大
別
さ
れ
る
。
共
の
中
第
二
番
目
の
も
の
は
屡



ん
ザ
大

3
な
遜
期
と
大
生
」
な
振
幅
の
波
群
か
ら
成
っ
て
居
る
。
こ
の
第
一
第
二
の
二
つ
の
相
の
問
に
、
合
、
た
色
々
の
共
の
他

の
相
ハ
君
。
日
言
。
出
E
a
g
N
O
)
が
観
測
遣
れ
る
。
停
播
速
度
を
測
定
す
る
事
に
依
っ
て
ず
っ
と
前
か
ら
、
こ
の
前
走
波
は
地
球

の
内
部
を
俸
は
っ
て
我
今
に
到
達
す
る
と
云
ふ
結
論
に
還
し
て
居
た
の
で
、

乙
の
種
々
の
相
に
就
い
て
は
長
い
間
よ
く
分

ら
な
か
っ
た
。

同
∞
句
。
年
に
当
日
。
。
]
H
O
E

は
次
の
様
な
提
案
を
し
た
。
「
第
一
の
相
を
縦
波
と
し
第
二
の
相
を
横
波
と
し
、
之
等
は
地
球
の
内

部
を
俸
は
っ
て
京
ゆ
る
も
の
と
考
へ
て
は
?
」
と
。
併
し
こ
の
考
へ
は
正
し
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
、
甘
い
瓦
い
問
疑
は

れ
て
居
た
。
当
-oors酔
は
主
〈
の
後
更
に

5
0
0
年
に
前
走
波
中
に
存
在
し
て
居
る
共
の
他
の
屠
に
つ
い
て
、
「
之
等
を
前
走

波
の
地
球
表
面
に
於
い
て
反
射
し
て
来
た
波
と
考
へ
て
は
?
」
と
の
説
を
出
し
た
。

一
同
反
射
し
た
縦
波
は
出
・
関
口
白
書
写

に
依

b
、
叉
一
同
反
射
し
た
横
波
は

N
S官
官
N

に
依
っ
て
最
初
確
定
ヨ
れ
た
。

一
二
一
則
走
波
の
好
恰
と
其
の
記
披

多
く
の
人
は
地
震
の
記
象
紙
の
波
の
形
で
、
前
走
波
が
記
象
さ
れ
て
居
る
、
だ
ら
う
か
、

Y-れ
が
前
走
波
に
概
蛍
す
る
も

の
だ
ら
う
か
な
ど
三
五
ふ
事
は
銑
に
知
っ
て
居
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
共
れ
等
を
簡
単
に
次
ぎ
に
枚
奉
し
て
見
ゃ
う

ζ

ハ
イ
)

第
一
前
走
波

第
一
前
走
波
は
縦
波
か
ら
成
'
夕
、
そ
れ
は
地
下
の
震
源
か
ら
出
殺
し
て
捕
球
の
内
部
を
遁

b
、
地
震
計
の
場
所
に
到
達

す
る
ョ
其
れ
故
に
あ
る
地
震
が
同
じ
観
測
所
に
到
達
す
る
の
に
色
や
も
が
っ
た
道
を
返
っ
て
来
る
。



国第

直
接
縦
波

第
一
闘
に
直
接
路
と
書
い
た
、
震
源
か
ら
観
測
所
設
で
直
接
の

道
筋
を
走
る
波
で
あ
る
が
た
め
に
、
震
源
で
引
っ
張
っ
た
か
押
さ
れ
た
か
に
依

っ
て
観
測
所
に
最
初
来
る
波
が
引
く
か
押
す
郎
、
ち
疎
に
な
る
(
〈
2
合

5
5
5

か
に
な
る
。

か
又
は
密
に
な
る

(
J
1
0

己
乞
宮
出
向
)

震
央
距
離
が
可
な
A

リ
大

3
く
な
る
時
は
観
測
所
に
到
達
し
た
庶
接
縦
波
は
稲
A
T

前走波の反射路

強
い
垂
直
分
力
を
持
つ
。
そ
れ
で
震
源
に
於
い
て
あ
る
押
し
が
あ
る
時
は
、
観

測
所
で
は
そ
れ
に
場
廃
し
た
上
を
向
い
た
震
直
分
力
の
相
が
あ
ら
は
れ
る
。
こ

れ
が
震
源
を

3
め
る
の
に
大
切
な
も
の
に
な
っ
て
来
る
。

寓
闘
共
通
の
詑
競
法
と
し
て
直
接
縦
波
を
句
(
匂
与
志
向
V

己
E
S
)
と
詑
し
、
之
が

存
在
す
る
場
令
に
は
地
震
記
象
の
最
初
の
部
分
を
占
め
る
。
主
(
の
現
は
れ
方
は

づ
度
。
車
濁
の
波
を
汝

3
ず
、
最
初
の
認
め
ら
る
べ

3
相
が
だ
ん
/
1
1
と
出
現
し

て
京
市
る
弱
い
波
で
あ
る
事
が
多
い
。
そ
う
一
式
ふ
も
の
は
匂
ハ
命
日
。

E
2
5と
書
い

て
特
別
に
区
別
す

3
0
そ
れ
に
反
し
て
二
三
秒
の
問
非
常
に
銃
い
相
を
示
す
時

は
肖
(
日
H
日5
4妥
協
)
曹
と
詑
競
す
る
。
安
際
の
地
面
の
動

3
が
前
走
波
の
問
に
ど

う
な
っ
て
居
る
か
と
云
よ
研
究
は
出
・

kpz。
冨
に
依
っ
て
攻
ヨ
れ
た
。
「
前
走
波



と
一
お
ふ
も
の
二
つ
の
主
要
波
を
一
不
め
し
て
居
て
そ
れ
は
だ
ん
/
1
1
小
手
な
振
動
に
消
え
て
行
く
。
そ
れ
故
地
球
内
の
微
片

回

の
動
揺
が
奥
へ
る
所
の
曲
線
は
あ
る
波
が
小
芯
な
振
動
を
し
て
だ
ん
/
¥
静
止
の
位
置
に
戻
っ
て
行
く
の
で
あ
る
」
と
。

反
射
縦
波

地
球
の
内
部
を
通
っ
て
地
卒
商
代
突

3
出
℃
来
た
縦
波
の
た
め
に
此
の
地
表
面
で
は
此
の
勢
力
の
一
部
で

振
動
を
起
す
が
、
そ
の
一
部
は
反
射
し
て
叉
地
球
の
内
部
の
方
に
走
っ
て
行
く
。
(
第
一
国
)
之
は
縦
波
に
血
判
し
て
も
横
波

国

Fr一
回
え
射
)

波
川
一
+lお

え
刊
旬
千
l
S

4m叫

L
w

，

s

仙

(

一

回

え

射

)

A
7
 

j
f
l
s
 

門

(

直

時

待

色

一

会

回

え

射

)

伊
↑
間
以

(
ゃ

l
w

…
q
回
え
射
)

苅
↑
計
」
碍
紘
一
礼
)

第

手一泊えミ皮

に
封
し
で
も
行
な
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
あ
る
観
測
所
に
到
達
す
る
縦
波
は
、

直
接
来
る
も
の
'
》
外
に
、
観
測
所
と
震
源
と
の
中
央
で
一
同
反
射
し
た
も
の
、
叉
は

主
ハ
の
問
で
二
同
又
は
数
向
反
射
し
た
も
の
が
あ
る
。
理
論
的
に
さ
一
口
へ
ば
何
同
も
反
射

前走波の地震記象

す
る
で
あ
ら
う
が
、
資
際
の
槻
測
で
は
二
度
反
射
の
波
に
な
る
と
稀
に
し
か
認
め
ら

れ
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
一
度
反
射
の
縦
波
は
震
源
か
ら
四
千
粁
位
離
れ
た
所
で
は

常
に
明
瞭
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
振
幅
の
大
含
誌
に
於
い
て
、
直
接
縦

波
よ

b
大

3
い
事
が
あ
る
。

反
射
縦
波
の
記
競
は

町一

F
W
W戸
一
片
吋
吋

(
l
E河
湾
ケ
げ
が
③
)
，

吋
同
必

以
内
一

μ
勺
句
勺
ハ
い
一
旦
河
川
市
}
「
誌
が
③
)

な
ど
L
金
日
か
れ
る
。
ハ
第
二
回
参
照
)



(

ロ

)

第
二
前
・
荒
波

第
二
前
走
波
は
積
、
波
か
ら
成
っ
て
居
て
、
地
下
の
震
源
か
ら
縦
波
と
同
時
に
殺
せ
ら
れ
、
同
じ
様
・
な
通
路
子
返
っ
て
地

震
観
測
所
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
骨
子
、
の
速
度
は
縦
波
よ
り
蓬
か
に
濯
い
。
人
に
依
っ
て
屡
々
乙
の
横
波
の
事
を
担
波

ハ吋。

E
S
P】

4
2山
}
]
。
ろ
と
呼
ぶ
。

直
接
横
波

直
接
横
波
も
第
一
回
国
に
示
S
れ
た
直
接
縦
波
と
殆
ん
ど
同
じ
道
筋
を
一
週
る
。

そ
の
波
が
通
る
時
に
起
る
地

球
の
微
片
の
振
動
は
衝
撃
を
奥
へ
ら
れ
た
平
面
内
で
偉
播
の
方
向
に
垂
直
で
あ
る
が
、
こ
の
振
動
平
面
が
第
一
固
に
一
不
注

れ
た
其
の
卒
面
内
に
あ
る
か
又
は
と
の
卒
面
と
あ
る
角
度
を
な
す
か
と
一
ス
ム
所
諮
振
動
方
角
ハ
司
法
王
兵

E小
川

Z
F
r
o
-
)
を

な
す
か
ど
う
か
は
調
べ
て
見
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ず
っ
と
震
源
か
ら
離
れ
た
所
で
は
兎
に
角
振
動
は
地
表
面
と
非
常
に

小
3
い
角
度
を
・
な
し
て
振
動
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
遠
地
地
震
に
於
け
る
直
接
横
波
は
単
に
水
卒
動
、
だ
け
に
し
か
現
は
れ

な
い
で
あ
ら
う
。

そ
の
上
乙
の
直
接
様
、
波
の
振
幅
は
比
絞
的
大

3
い
が
、
そ
の
週
期
は
普
通
の
上
下
動
地
震
計
の
国
有
遡

期
に
比
べ
て
大

3
い
事
が
多
い
か
ら
一
一
般
に
比
の
相
の
詑
象
は
上
下
動
で
は
見
出
し
に
く
い
の
で
あ
る
。

高
図
共
通
の
詑
競
で
は
直
接
横
波
は
田
守
口
針
。

g
o
g合
る
を
用
ゐ
る
。
併
し
之
は
第
一
前
走
淡
の
裁
に
明
瞭
な
お

を
作
る
事
は
少
な
く
、
前
に
績
い
て
起
っ
て
居
る
振
動
の
た
め
に
、
除
々
に
現
は
れ
て
京
市
る
あ
に
な
る
事
が
多
い
。

縦
波
の
時
に
起
る
と
同
じ
殺
な
反
射
し
て
到
達
す
る
横
波
は
、
地
震
記
象
中
に
表
は
れ
て
来
る
が
肢
に
よ

反
射
横
波

'
9
強
い
運
動
が
前
に
存
在
し
て
居
る
た
め
に
、
共
の
相
の
始
弐
り
は
反
射
縦
波
の
時
に
比
べ
る
と
ず
っ
と
不
明
瞭
な
場
合

一五



一大

が
多
い
。

之
等
の
詑
競
は
縦
波
の
時
と
同
じ
様
に
m
H
H
F
u
m出
f

叉
は
m
m
u
羽
田
∞
等
と
書
か
れ
る
。

(

山

)

交
波

今
迄
述
べ
て
来
た
反
射
波
は
、
色
A
T

の
活
路
を
通
っ
て
旗
本
る
が
兎
に
角
縦
波
は
あ
く
ま
で
縦
波
と
し
て
反
射
し
て
来
る

も
の
を
考
へ
た
。
併
し
此
一
区
に
交
波
ハ
者
。
。

zo】
唱
。
ロ

g)
と
云
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
始
め
縦
波
(
又
は
横
波
)
で

進
ん
で
行
く
波
が
一
皮
反
射
し
た
が
た
め
に
其
の
振
動
が
縫
じ
て
横
波
(
叉
は
縦
波
)
と
な
っ
て
進
む
も
の
を
云
ふ
。
郎

も
其
の
縦
横
交
易
性
を
一
五
ふ
の
で
あ
る
。

震
源
と
観
測
地
と
の
中
黙
で
は
な
い
。
こ
の
波
は
縦
波
か
横
波
に
穂
、
じ
た
も
の
と
横
波
か
ら
縦
波
に
蒋
じ
た
も
の
と
同
時

一
般
に
観
測
3
れ
る
交
波
は
一
同
反
射
の
も
の
で
あ
る
。
勿
論
乙
の
反
射
知
は

に
到
達
す
る
事
は
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
。
賓
際
に
於
い
て
記
象
紙
中
の
相
の
入
い
る
の
場
所
は
第
二
前
走
波
の
す
ぐ
後
で

あ
る
。地

球
内
の
不
連
緩
面
で
反
射
又
は
屈
折
し
た
波

之
等
は
理
論
的
に
前
と
同
様
現
は
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
安
際
に

現
は
れ
た
時
は
、
共
の
時
其
の
時
に
遇
っ
た
道
筋
に
於
け
る
共
れ
に
相
営
し
た
記
競
を
羅
列
注
せ
て
書
く
の
で
あ
る
。
屈

折
し
た
時
は
記
競
の
上
に
一
を
附
け
る
。
そ
し
て
不
運
銭
面
は
指
数
で
あ
ら
は

3
れ
る
。

例
へ
ば
】
ハ
J
p
p
a
は
次
の
様
な
波
を
あ
ら
は
す
。
先
ず
震
源
か
ら
出
た
縦
波
が
地
球
内
の
第
一
の
不
蓮
績
面
で
屈
折
し

て
横
波
と
な
り
、
そ
れ
よ
ら
以
後
や
っ
と
横
波
で
)
共
の
後
第
二
の
不
遠
鏡
面
で
反
射
し
て
、
7

て
れ
か
ら
も
う
一
度
第
一



の
不
連
績
面
で
屈
折
し
て
京
市
た
波
で
あ
る
。

夜
接
縦
波
で
あ
っ
て
特
に
州
球
の
心
核
を
遁
し
て
屈
折
し
な
が
ら
進
ん
で
来
た
も
の
は
P
の
詑
競
で
書
か
れ
る
。

-
一
、
走

時

走
時
と
一
式
ふ
の
は
一
つ
の
波
が
震
源
か
ら
観
測
所
に
達
す
る
に
要
す
る
時
間
で
あ
る
か
ら
走
時
を
確
定
す
る
に
は
地
震

の
起
っ
た
時
間
か
ら
出
殺
し
て
、
記
象
紙
に
あ
ら
は
れ
た
種
々
の
波
の
到
達
し
た
時
間
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
巌

格
に
A

一
一
口
へ
ば
異
の
走
時
を
得
る
事
は
不
可
能
と
言
へ
る
。
印
ち
衝
撃
を
起
し
た
所
の
震
源
の
深
芯
が
個
々
の
地
震
で
異
な

b
)
旦
地
殻
が
完
全
な
球
紋
的
の
数
種
そ
し
て
居
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
賃
際
に
は
遠
地
地
震
の
場
令
に
は
こ
れ

等
に
依
る
差
異
は
観
測
の
誤
差
よ

b
小
当
い
も
の
で
あ
る
か
ら
考
へ
て
は
居
な
い
。
そ
れ
で
震
源
の
代
は
'
り
に
共
の
異
上

の
地
表
面
に
あ
る
震
央
を
用
ゐ
る
。

之
の
様
に
し
て
我
0
・
は
平
均
走
時
を
得
、
之
を
固
に
掃
い
て
走
時
曲
線
を
色
々
な
波

に
針
し
て
震
央
距
離
の
函
数

'fCて
得
る
の
で
あ
る
。

走
時
曲
線
は
今
迄
多
く
の
人
民
依
っ
て
作
ら
れ
た
、
郎
ち
そ
れ
は
当
日

g
Z平
野
市
市
民
F
。
・
問
。
o
T
3
閃
・
君
。
ぬ

2
2

。
-
N
O
U丘
四

i
。・

5
。
F
出・

。
ロ
ケ
詰
ず
待
問
唱
団
・
者
.
J
1
日g
S
U
k
r
.

冨)「
0
8
1
0
日
小
等
の
人
に
依
っ
て
で
あ
る
。
之
等
そ
れ
ん
1
1

の
走
時
曲
線
は
震
央
距
離
が
あ
ま
り
大
主
く
な
い
中
は
よ
く
一
致
し
て
居
る
が
五
千
粁
か
ら
一
高
粁
位
の
震
央
距
離
に
な

る
と
二
十
秒
位
の
差
異
が
あ
る
。
而
も
一
寓
粁
以
上
の
も
の
は
ま
、
だ
材
料
が
充
分
に
な
い
。

一
高
五
千
粁
以
上
で
は
縦
波

と
交
波
は
大
鰻
確
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
横
波
の
存
在
は
未
、
だ
に
疑
問
に
ゆ
d

れ
て
居
る
。

七



j¥ 

第
一
表
に
於
て
司
の
走
時
一
双
ぴ
に
】
ι
F
H
ι
一勺

'
F
F
H
M
m
r
及

び

訟

の

匂

に
針
す
る
走
時
差
を
震
央
距
離
十
度
か
ら

始
ま
る
一
度
毎
に
百
度
、
ま
で
奥
へ
て
あ
る
。

吋
の
走
時
及
び
∞
lH)
時
間
差
に
就
い
て
は

k
f
足。
r
2
2
5日
仏
の
結
果
を
基
礎
に
し
て
あ
る
。

反
射
し
た
前
走
波
に
就

い
て
は
前
詑
の
値
か
ら
あ
b
ヨ
う
な
値
ど
採
用
し
て
居
る
0.

第
二
表
は
百
度
か
ら
百
八
十
皮
ま
で
二
度
毎
の
震
央
距
離
に
於
い
て
前
走
縦
波
の
走
時
を
示
め
し
て
居
る
。

P
は
百
度

位
か
ら
特
に
百
十
皮
か
ら
百
四
十
皮
の
聞
に
於
い
て
大
媛
弱
く
、
而
も
滅
多
に
観
測
芯
れ
な
い
。
百
四
十
度
か
ら
先
は
P

一か

mm
く
且
可
な
ら
遅
く
な
っ
て
現
は
れ
る
。
国
・
当
日
。
。

rs酔
及
び

kg同
g
f
u
z
の
報
告
に
依
る
と
、
百
四
十
度
か
ら
先

で
も
P
が
早
〈
現
は
れ
て
居
て
、

叉
百
四
十
度
以
内
で
本
P
が
遅
れ
て
現
は
れ
て
居
る
が
、
併
し
共
に
甚
だ
微
弱
で
あ
る

と
の
事
で
あ
る
。
(
未
完
)

表
の
説
明

反
射
波
の
走
時
は
観
測
也
、
玉
三
し
れ
の
お
一
広
め
寸
の
で
、
例
へ
陀

b
H
g
c
の
時
の

H
W句
)
の
値
は

K
V
H
ち
。
の
時

ω
貝
'E》
)
の
値
の
二
倍

ι

比
な
っ
て
は
府
な
い
o
但
し
之
口
一
観
測
の
説
話
の
範
悶
で
あ
る
o

第
二
表
的
戸
旬
、
民
共
に
縦
波
な
れ
ざ
、
セ
ロ
特
に
地
球
の
心
核
あ
?
通
過
せ
る
も
の
か
示
め
す
。

ω
二
周
反
射
波

EVHV
及
び

EvHV、
口
始
め
の
反
射
黙
が
き
。
以
上
な
あ
時
は
、
封
極
か
越
え
て
泣
す
ろ
o
其
の
震
央
距
離
ム
ば
昆
宅
よ
り
大
き
い

か
ら
。
、
、
の
表
で
は

u
s
a
-
b
で
臥
(
へ
ら
れ
る
0

・

問
翻
測
「
い
依
ろ
走
時
が
計
算
「
品
叶
リ
遅
い
の
口
、
反
射
の
際
正
(
の
振
動
の
最
初
の
波
が
失
な
は
れ
る
の
に
起
因
す
る
の
で
吋
ハ

Ev旬
、
)
に
於
て
特
に
著
ゐ

7
い
い
。

第
一
表
長
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四

震 一 I T(P) I I T(PP) II(PPl') I'(目的I *f I T(P) I T(P!) 
皮粁

rn m )11 m 

100 11110 13.55 17.50 18.01 20.39 39.0 
102 11330 14.04 58 17 57 38.8 
104 11560 13 1!:L06 33 21.15 38.6 
106 11780 22 14 49 32 38.4 
108 12000 31 22 19.07 48 38.2 
110 12220 40 30 23 22.04 38.1 

112 12440 50 38 39 20 37.9 
114 12670 59 45 54 36 37.7 
116 12890 15.09 52 20.09 53 37.5 
118 13110 18 58 23 23.09 3'1.3 
120 13330 27 19.03 38 25 37.2 

122 13560 36 07 52 40 37.0 
124 13780 45 11 21.06 56 36.8 
126 14000 55 14 20 24.12 36.6 
128 14220 16.04 18 9ミJミ3 27 36.4 
130 14440 13 22 46 42 36.3 

ぇ

132 14670 22 26 58 57 36.1 
13壬 14890 31 24 22.1り 25.11 35.9 
136 15110 40 33 23 25 35.7 
138 15330 49 37 35 38 35.5 
140 15560 58 41 47 52 Q白5.3

142 15780 17.07 44 59 26.06 35.1 
144 16000 16 48 23.10 20 34.8 
146 16220 25 52 22 31 3844 .6 
148 16440 34 57 34 48 .4 
150 1667υ 43 20.01 46 27.u3 3主.1

152 16890 一 05 58 17 33.9 
154 17110 一 。8 24.10 R9266r， J 33.6 
156 17330 一 12 22 47 33.4 
158 17560 一 15 3生 28.02 33.2 
160 17780 一 18 47 17 33.0 

162 18000 一 20 59 ・り眠~2 ゐJ 32.7 
164 l8220 一 21 25.11 47 32.5 
166 18440 一 22 23 29.02 32.3 
168 18670 一 23 35 17 32.1 
170 18890 一 23 47 32 31.9 

172 19110 一 24 58 47 31.7 
174 19330 一 24 26.10 30.02 31.5 
176 19560 一 25 21 17 31.3 
178 19780 一 25 31 32 31.0 
180 20000 一 25 40 47 3u.8 

第

二

表

前
走
縦
波
ノ
走
時

(
震
央
距
離
百
度
以
上
)




